
 

令和２年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

60.6% 
(16 問中 9.7 問) 4.75% 45.8% 53.3% 55.8% 66.5% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率，無解答率 ※網掛けは，平均正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度第2回（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一 
   部と     部とのつながりが合っていない
文を選び，文意が変わらないように書き直す 短答 55.0% 4.1% 33.5% 3.7% 

二 指示された述語に対応する主語を選択する（複文） 選択 45.4% 0.5% 34.8% 0.4% 

三 接続語を使って一文を二文にする 短答 36.7% 8.1% 31.1% 6.5% 

四 適切な敬語を選択する 選択 89.3% 0.4% 90.4% 0.9% 

五 
場面に当てはまる語句の意味として適切なもの
を選択する 選択 89.7% 0.6% 86.5% 0.6% 

六 
行書で書かれた「和」の特徴の組み合わせとして
適切なものを選択する 選択 64.5% 0.5% 63.4% 0.9% 

七 
山田先生への手紙を封筒で郵送するために，相手
先の名前と住所を書く 短答 64.0% 3.4% 59.1% 6.4% 

２ 
一 

二つの回答案の構成の違いを説明したものとし
て適切なものを選択する 選択 69.0% 0.7% 68.0% 0.7% 

二 
【回答案 A】の冒頭に一文を加え，回答案を完成
させる 短答 55.2% 5.9% 63.9% 8.3% 

３ 

一 
「情報の力関係」という文章を読み，図①，図②
から分かる〈図形〉と〈文字〉の力関係いついて
適切なものを選択する 

選択 70.9% 0.9% 69.6% 1.3% 

二 

情報をスムーズに送るために筆者がどんなこと
を心がけて表現活動をしているのかと，その理由
について，「メディア」「力関係」「判断」という言
葉を全て用いて記述する（50 字～70 字） 

記述 40.7% 18.3% 48.8% 13.0% 

４ 

一① 「比べて」を漢字で書く 短答 91.7% 4.9%   

一② 「確保」を漢字で書く 短答 59.7% 9.4%   

二Ａ 

図書委員の意見は，【プレゼンテーションの原稿】のどの段
落の内容についての意見であるか選択する（スライドにな
い情報を加えて説明するとより印象を強められる） 

選択 42.3% 3.2% 37.0% 3.7% 

二Ｂ 

図書委員の意見は，【プレゼンテーションの原稿】のどの段
落の内容についての意見であるか選択する（どんなアンケ
ート項目の結果なのかをはっきり伝える） 

選択 57.5% 3.4% 54.1% 4.0% 

三 

図書委員の意見を聞き， 【新しいスライド】を加えるのに
A，B のどちらのスライドを選択し，どの段落の説明のとき
に使うか，その理由を記述する（80字～120字） 

記述 37.6% 11.6% 36.8% 10.6% 
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【成果と課題】 

・文中の主語と述語の関係に注意して文を正しく書き直したり，指示された述語 

に対応する主語を選択したりすることの改善が図られました。 

・接続語を使って一文を二文にすることに課題が見られます。 

・文章の内容を指示された言葉を使って，的確にまとめることに課題が見られま 

す。 

・伝えたい事実や事柄について根拠を明確にして書くことに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 改善が図られなかった問題 

 ３二の設問                                  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 



 

② 課題の改善に向けた指導のポイント  

目的に応じて，必要な情報を読み取り，整理して書くことができるよう指 

導する 

Ｂ 書くこと ウ 

【第１学年】 

ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にし

て書くこと。 

【第２学年】 

ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体

例を加えたり，描写を工夫したりして書くこと。 

Ｃ 読むこと イ 

【第１学年】 

 イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，

目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

【第２学年】 

 イ 文章の全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動や意

味などを考え，内容の理解に役立てること。 

説明的な文章は，論の展開の中心となる部分とそれを支える例示や引用などの付

加的な部分とが組み合わされていたり，事実を述べた部分と意見を述べた部分とで

構成されていたりします。目的に応じて文章の内容を読み取るためには，文章の中

心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，文章の構成や展開を捉

えて内容を理解するように指導することが大切です。 

指導に当たっては，段落ごとの内容をとらえたり，指示語や接続詞及びそれらに

相当する言葉に着目して段落相互の関係を正しくとらえたりできるようにするこ

とが重要です。その際，指示語やそれに相当する言葉は，具体的な内容に置き換え

ながら内容を読み取ることができるようにします。また，文章を要約したり要旨を

とらえたりする際には，目的や必要に応じて情報を選択し整理することが重要です。 

例えば，内容を読み取る際に，どの段落や内容，言葉に着目したのか，その理由

をカードなどを用いて情報を整理したり，グループで検討し合ったりする学習活動

を設定することが考えられます。 

また，要約したり要旨をとらえたりする際は，目的や必要に応じて大切な情報を

選択し整理できているかを検討するよう指導することが大切です。例えば，要約し

た文章をグループなどで読み合い，目的に応じた要約になっているかという観点で

助言し合い，助言を基に書き直す機会を設けることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 



 

③ 課題に対応したワークシート 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー 

ド「要約」でダウンロードできます。 

 



 

④ 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 



 

令和2年度 全国学力・学習状況調査 使ってみよう！学力調査 ～調査問題活用の参考資料～

【中学校国語】           

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



 

令和２年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 資料の活用 

47.9% 
(20 問中 9.6 問) 9.78% 54.2% 43.9% 44.4% 50.7% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率，無解答率  

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度第2回（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

（１） ２×（-３）２を計算する 短答 84.5% 0.9% 89.0% 1.4% 

（２） 
ある日の最低気温がその前日の最低気温からど
れだけ高くなったかを求める式を選択する 選択 52.6% 0.5% 55.7% 0.1% 

（３） 30 を素因数分解する 短答 54.2% 11.1% 48.7% 12.8% 

（４） 
ａｍの重さがｂｇの針金の１ｍの重さを，ａ，ｂ
を用いた式で表す 短答 34.3% 13.4% 31.9% 18.2% 

（５） 等式Ｓ＝１/２ａｈを，ａについて解く 短答 45.3% 13.2% 47.5% 13.9% 

（６） 度数分布表について，正しい記述を選択する 選択 58.4% 1.2% 47.9% 2.4% 

（７） 

フリースローでボールの入った回数と人数の関
係をまとめた図から，ボールの入った回数の最頻
値を求める 

短答 65.0% 6.4% 42.9% 17.7% 

２ 

（１） 
錯角の位置にある角について正しい記述を選択
する 選択 53.1% 0.8% 45.0% 0.4% 

（２） 
ｎ角形の内角の和を求める式について，六角形の
内角の和を求める過程を読み，(ｎ－２)が表すも
のを選択する 

選択 51.0% 1.0% 46.2% 0.9% 

（３） 
半径が５ｃｍ，中心角が 120°の扇形の弧の長さ
を求める 短答 32.3% 16.1% 28.4% 17.9% 

（４） 
与えられた表を基に，宅配サービスの重量と料金
の関係を，「…は…の関数である」という形で表現
する 

短答 41.9% 10.7% 34.1% 19.1% 

（５） ｙ＝－２ｘ上の点を選択する 短答 45.0% 1.5% 42.9% 1.5% 

（６） 
比例ｙ＝２ｘについて，ｘの値が１から４まで増
加したときのｙの増加量を求める 短答 47.5% 8.4% 38.7% 11.3% 

（７） 
比例のグラフから，ｘの変域に対応するｙの変域
を求める 短答 57.1% 9.7% 49.9% 15.6% 

３  対頂角は等しいことの証明について正しい記述
を選択する 選択 28.7% 1.9% 24.5% 0.9% 

４ 
（１） 

２つの辺の長さが等しいことを，三角形の合同を
利用して証明する 記述 59.5% 12.2% 56.6% 15.2% 

（２） 
△ＡＯＰを回転移動して○いの三角形とぴったり
重ねる方法を完成する 短答 38.5% 4.6% 35.7% 3.8% 
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５  

与えられた表やグラフを用いて，貯水量が1500万
㎥になるまでに５月 31 日から経過した日数を求
める方法を説明する。 

記述 30.4% 33.4% 18.8% 32.3% 

６ 

（１） 
１回目の調査で，落とし物の合計のうち，文房具
の占める割合を求める式を答える 短答 37.9% 24.2% 37.1% 26.4% 

（２） 

２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなっ
たとは言い切れないと主張することもできる理
由を，グラフを基に説明する 

記述 41.8% 24.7% 21.3% 30.4% 

 

 

【成果と課題】 

・多くの問題で過去からの改善が図られました。 

・「指数を含む正の数と負の数の計算」「ある基準に対して反対の方向や性質をも

つ数量が正の数と負の数で表されることの理解」「等式の性質を用いて，目的

に応じて変形する問題」について，改善が図られていません。 

・「証明の必要性と意味の理解」「事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学

的に説明する問題」で引き続き課題が見られました。 

 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 改善が図られなかった問題 

 １（４）の設問                                   

 

 

 

 

② 課題の改善に向けた指導のポイント  

    事柄や数量の関係を捉え，その関係を文字式に表すことができるよう指導す

る 

〔第２学年〕Ａ 数と式 

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表

現したり式の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式

の四則計算ができるようにする。 

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解

すること。 

文字を用いた式は優れた表現方法であり，式を用いて数量の関係や法則など

を表したり，その意味を読み取ったりして，そのよさを感じ取り，式を積極的

に活用できるようになることは，数学の学習全般にわたり，極めて重要です。

式を用いて表したり読み取ったりするためには，文字が表す数量とその関係を

理解することが大切です。 

指導に当たっては，関係を図に表したり，具体的な数や言葉を使った式を利

用したりして関係を捉え，文字式に表す活動を取り入れることが考えられます。 

小学校算数科における学習の状況に十分配慮し，例えば，数量の関係や法則

などを数や言葉の式，□，△などを用いた式に表してその意味を読み取ったり，

（平成 25 年度全国学力・学習状況調査 Ａ２(3)から作成） 



 

数を当てはめて調べたりする活動を行うなどして，文字のもつ一般性について

丁寧に取り扱い，文字に対する抵抗感を和らげながら漸次理解することができ

るようにすることが大切です。 

本設問のような場面においては，文字を扱うだけでなく，「aｍ」，「bｋｇ」を

具体的な数に置き換えて考える活動を取り入れることが考えられます。その際，

８ｍのとき４ｋｇの場合や，４ｍのとき８ｋｇの場合などを取り上げながら，

１ｍの重さが言葉の式「(重さ)÷(長さ)」で表されることを確認した上で，２

つの数量の関係を文字式で表すことができるように指導することが大切です。

また，１ｋｇの長さを言葉の式や文字式で表す活動を取り入れることも考えら

れます。 

他にも，針金の重さは長さに比例するので，１ｍの重さを x（g）として，比

例式 １：x＝a：b をつくって考える活動を取り入れることも考えられます。 

授業の中で，「教科書やノートに戻る」「具体的な数で考える」「問題を簡単に

してみる」など，「わからなかったときに，どうすればよいか」を考える機会を

設定することは，「自らの学習を調整しようとする側面」の育成にもつながりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「文字を用いた式」でダウンロードできます。 



 

＜参考＞H22 全国学調 小算Ａ２(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式を「４÷８」と解答しているもの（答えは問わない） 全国54.7％ 三重県51.0％ 

式を「８÷４」と解答しているもの          全国31.3％ 三重県34.0％ 

式を「４×８または８×４」と解答しているもの    全国  5.2％ 三重県  5.9％ 

 

 

○学習指導に当たって 

商が１より小さくなる等分除「（整数）÷（整数）」の場面では，何が被除数

で，何が除数かを捉えて立式できるにすることが必要です。 

例えば，本問題では，下のような図をかく活動を取り入れ，１ｍ分の重さを求

めるために４ｋｇを８等分すればよいことを理解できるようにすることが大切で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には，次のことを丁寧に確認し，「４÷８」と立式できるようにすること

が考えられます。 

・長さで考えると，１ｍは，８ｍを８等分した１つ分。 

・重さで考えると，１ｍの重さは，８ｍの重さ４ｋｇを８等分した１つ分。 

また，上のような図を初めから自由にかかせるだけでなく，完成された図を掲

示しておいて考える活動を取り入れることも考えられます。さらに，図の一部分

を示しておいて，棒の１ｍの長さに色を塗らせる活動を取り入れ，８ｍを８等分

した１つ分が１ｍであることを実感的に理解できるようにすることも考えられま

す（下図参照）。このように，子どもたちの実態や授業のねらいに応じて図を用い

る活動の中身を工夫することが必要です。 

 

 

 

 

 

 


